
果樹産地の次代の担い手確保
～果樹型トレーニングファームを始めませんか？～
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今こそ、果樹産地の将来のために

果樹農業の担い手は
20年で半減

果樹の販売農家戸数

高齢者が８割

果樹の販売農家の
年齢構成

果実の価格は10年で
1.4倍に上昇
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生産量・栽培面積は
減少傾向

果実の生産量

果樹農業に魅力を
感じる人は増えている

シャインマスカットなど
ヒット品種が続々誕生

農業総産出額

8兆8,384億円

果実
9,159億円
（10％）

R3産出額は
９千億円を突破

輸出額は過去最高を
更新（316億円,R４）

H22
33万戸 R2

17万戸

→行政やJA、地域一体で担い手確保を

果樹農業に大きなチャンス
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画像：おてつたび公式note



担い手育成、定着に向けた産地の取組実態（アンケート調査）

51件

14%

72件

20%
178件

50%

56件

16%

既に確保

今後確保の見込みあり

取組を行っているが、確保の見込みなし

取組を行えておらず、確保の見込みなし

現在の産地での担い手の確保状況
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７割の産地が
担い手確保の見込みなし

◆新規参入のハードル

1.未収益期間の存在

2.園地の確保が困難

3.せん定など高度な技術を要する

回答数：357件



新規参入者が多い産地は「トレーニングファーム」に取り組んでいる

トレーニングファーム設置

園地確保の取組

14%

14%

54%

42%

44%

76%

10人以上 ０人

研修カリキュラム整備

過去３年間での新規参入者数が

新規参入者が確保できている産地と
できていない産地の取組状況の比較

新規参入者が獲得できている産地は
ハードルを克服できている
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実施率：13％実施率：19％

実施率：73％実施率：72％

改植・新植支援 営農・技術指導

トレーニング
ファーム設置

宿泊施設や住居
の斡旋

実施率：低

実施率：高

就農前のサポートとなる
取組の実施率は低い

産地の担い手確保のための取組状況



果樹型トレーニングファームの設置・活用
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トレーニングファーム とは

①地域が園地を確保
②確保した園地で
実地研修をする

研修

外部からの新規参入者が、1. 実地で、２.果樹生産ができるよう研修を受けられる
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さらに…こんな取組も

研修園を分譲・リース
(研修後成園で営農開始できる)

離農園地や
住居などのあっせん

地域の関係者による
伴走支援

JA

市町村

先輩農業者

離農園地 耕作放棄地

(技術指導、所得機会や生活面での支援など)



・時間をかけて、新規参入者と接すること
ができる。
・新しい農業を担う人と、これまでの経験
のある人、お互いが学び成長するきっか
けになり、産地の活性化につながる。
・匠の技術が地域で伝承される。
・地域の主力品目の生産が増え、ブランド
力が増す。

・地域を知る行事に参加でき、地域住民と
の繋がりを得ることで研修後も助け合え
るネットワークをつくることができる。

・希望する地域で、農業経営の事業計画
づくり、土地の手配、資金制度活用の準
備ができる。

果樹型トレーニングファームを全国に！

受入地域 新規参入者

新規参入者

研修

独立・産地の規模拡大

産地のブランド力UP！

果樹型トレーニング
ファームの設置で

好循環な果樹産地へ！！
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果樹型トレーニングファーム設置に向けて

行政、JAには、地域外での情報収集や、地域における課題の検討、補助金
等を組み合わせた支援が期待されています。
トレーニングファーム設置に向けたガイドブックを作成しましたので、御参考
となれば幸いです。

令和５年度予算など未確定の内容も含むため、「バージョン０」として配布。
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果樹型トレーニングファーム設置に向けて
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準備

園地確保

計画作成

園地整備

施設整備

研修開始

独立支援

設置・活用の流れ

トレーニングファームという形でなくとも、外部からの担い手を確保・定着できる
ように、農地の斡旋や技術研修、伴走支援する仕組みを検討しませんか？

農林水産省施策

果樹の園地への支援策

新規就農者への支援策

トレーニングファーム整備 省力技術研修
一
体
的
に
支
援

ハウス・樹園地整備

12.5万円/月
（15０万円、
最大３年間）

上限1,０００万円
(経営開始資金の対象は
上限500万円)

研修ほ場や
相談体制の整備

補助率：1/2
上限：100万円/1地区

（定額、1/2以内等）
小規模園地整備、
改植等（1/2以内等）

省力樹形の仕立て方など
の省力技術の研修に要す
る経費(3万円/10a)

継承のための

果樹農業生産力増強総合対策
産地生産基盤
パワーアップ事業

経営発展支援事業サポート体制構築事業

など

12.5万円/月
（15０万円、
最大２年間）

など

資金の助成 機械・施設導入支援資金の助成

研修期間中の
研修生に対する

就農準備資金 経営開始資金

新たに経営を開始
する者に対する 就農後の経営発展のための



担い手確保とともに考えていきたい、今後の課題
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普通栽培 新わい化栽培

収穫の労働ピーク

摘果の労働ピーク

資料：長野県経営指標

農繁期に集中する労働負荷、労働時間の長さ

スマート農業技術

追従ロボット作業車 AIセンサー選果機

他産業連携・労働力確保

りんご（ふじ）の月別作業時間（10aあたり）
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今後に向けて

悩んでいる地域は、
ぜひ課題を当省に共有してください。

農林水産省は全国の産地で
体制づくりが進むよう

寄り添って対応する所存です。

農産局果樹・茶グループ
TEL:03－3502-5957
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